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はしがき

私が東大 理学部物理学科を卒業 したのは大正 14年 3月

の事で,ま だ現在の量子力学が生れ る以前の事である 大

正 12年 9月 には有名 な関東大震災が起 こり東京は火の海

となった こ の ときわれわれの先生であった寺田寅彦博士

が大火災 も燃焼伝播 とい う一つ の物理現象であるとい う見

方か ら, まず焼 け跡 か ら伝播の機構 を知 ろうとして物理学

科の学生を動員 して焼け跡の調査 を始 めた こ の調査が実

つて東京大 火の延焼図 とな り,火 災現象に対す る貴重な研

究資料 となって今で も残 っている

こうい うこ ともあって,卒 業後直ち に静岡高等学校 に奉

職するに当つて先生か ら頂いた研究テーマが
“
燃焼の伝播

"

で,私 が燃焼 との関わ り合いをもつ に到ったのは随分 と古

Vヽ

初 めの頃は こうい う訳で大体マ クロの問題 に興味を もっ

ていたが,物 理屋であ る私は,電 気的問題 に惹かれ,炎 中

イオ ンの研究 を行 って いた こ れ が燃 焼の際におこ る原

子 ・分 子の結合 や分解への興味に変 ったのはここ20年 位

の間で私の晩年の ことである

勉強 してみ ると, この方面の事の中にもどうも十分 に呑

み込 めない事がいろいろあるが,そ の一つに素反応の問題

があつて,私 には考 え られないような素反応が時々論文 と

して発表 されている

此の度,燃 焼研究会 か らの御申 し付けに応 じて, この間

題を採 り上 げてみることにした バ 内 容が原子 分 子の内

部構造に関 することであつて量子力学の縄張 り内の議 論で

ある 燃 焼研究会 々員の方々の研究領 域 は非常に広 く,量

子力学に精 通 されて居 られる方 も多い と思 うが, これ とは

全 く無縁の領域での問題 に取 り組んで居 られ る方々も少 く

ない 研 究会か らは原稿用紙 30～ 50枚 の範囲で書 けとの

お達 しであ るか らそのつ もりで なるべ く平易に原稿 を書い

てみた

量子力学に精通 して居 られ る方々は S2～ S8を 飛ばし

て頂いて も結格であるが ,他 の部分だ けは読んで頂 き,十

分な検討な しに素反応を利用す ることは避 けて戴 き度 い と

思 う

(編集 委員注 :誌 面の都 合によ り, こ の 間を割 愛させてい

ただきました)

以上 Scmcnov,降 nimoreの 理論 についての論争は有名な

ものであるが,こ の他 にもスピン保存則違反の素反応 を仮

定 している論文を時々見かける 化 学反応論 について研究

を進めて居 られる看い研究者諸 君 はこの点に十分注意 して

戴 き度い と思 う な お これについては各分子が どのような

状態にな り得 るかを知 らなけれ ばならない 筆 者は目下 燃

焼 について の一書を執筆中であ るが この書 にはこの表 を附

ける予定で準 備 して いる “ 燃焼 の物理
"と

言 う書名で恐

らく今年末 ごろには刊行 され る ことヽ思われ るのでそれを

参照 して戴 き度い
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